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平成 28 年度第１回岩手県感染症検査ネットワ

ーク研修会を開催しました 

岩手県環境保健研究センターでは、感染症対策関係機関の相互連携と検査技術・精度管

理の向上を目的に岩手県感染症検査ネットワーク会議※の事務局として、平成 14 年から毎

年、研修会を開催しています。 

７月２日に開催した第 1 回研修会では、トピック講演「熊本地震に係るいわて感染制御

支援チーム（ICAT）活動報告」の後、実習「グラム染色コース」及びディスカッション方

式による「グラム染色を活用した症例検討コース」の２コースに分かれて実践的な研修を

開催しましたので紹介します。 
 

１ 研修会の概要 

(1) 日時 

平成 28 年 7 月 2 日(土) 13:30～17:00 

(2) 参加者数 

   48 名（うち実習参加者 35 名） 

 (3) トピック講演「熊本地震に係るいわて感染制

御支援チーム（ICAT）活動報告」 

   平成 28 年 4 月に発生した熊本地震の現地情

報を収集するため先遣隊として派遣された

ICAT 構成員である県立磐井病院臨床検査技師

長 高橋幹夫氏より避難所の衛生状況や感染症

予防のための指導・支援活動について講演が行

われました。 

講演では、被災直後に現地調査を行い情報提

供することにより多くの支援チームが現地入

りしたこと、水の衛生的な管理方法の指導や衛

生資材が不足している避難所には持参した資

材を配布するなど東日本大震災の経験に基づ

く初動活動を行ったことなどの紹介があり、参

加者は熱心に耳を傾けていました。 

 (4) 「グラム染色コース」と「症例検討コース」 

   グラム染色は、感染症の迅速診断として有用

な細菌検査法で、経験も必要とされます。 

今回、参加者のニーズに合わせ、染色実習と

症例検討の 2 コースを設定し、より実践的な研

修を行いました。多くの参加者から大変有意義

で今後も継続開催してほしいとの感想をいた

だきました。 

２ 今後の予定 

  11 月 19 日(土）に第 2 回研修会を開催予定で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 実習風景「グラム染色コース」 
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※『岩手県感染症検査ネットワーク会議』とは 

（一社）岩手県医師会、（一社）岩手県獣医師会、岩手医科

大学、岩手大学、（一社）岩手県臨床衛生検査技師会、（公財）

岩手県予防医学協会、岩手県保健所長会及び県（医療政策室、

中央家畜保健衛生所、環境保健研究センター）で構成され、

当所は事務局として会議や研修会などの企画・運営を行って

います。 
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